
2019年度
地域相談支援フォーラムin茨城開催報告

～がんを抱えて生活していく上での意思決定支援のあり方～

2019年11月9日（土）10:00～17:00

つくば国際会議場 中ホール

日時

場所

茨城県がん診療連携協議会相談支援部会
茨城県立中央病院・地域がんセンター
朝比奈政子



研修概要
✿主催 茨城県がん診療連携協議会 相談支援部会

✿後援 国立がんセンターがん対策情報センター

栃木県、群馬県、新潟県、長野県、山梨県、

茨城県看護協会、茨城県医師会、茨城県疾病対策課

茨城県ソーシャルワーカー協会

✿研修のねらい：がん相談に関わる相談員が、患者ががんを抱
え て生活する上での様々な状況に置ける意思決定支援にどのよう
に関わっているのか各県の施設での取り組みを情報共有する。患
者の体験発表から、告知後の気持ちの変化やどのようなときに、誰
に支えられて、大事なことを選択してきたか等を学ぶ事で、相談員
として何が出来るか、するべき事について考える機会とする。

✿研修の目的：がん相談員の質の向上と意思決定支援の実情を
知り、出来る支援を考える。

職種別 人数

福祉職 ４４

看護職 ５８

医師 ６

その他
（事務職・心理士・ピアサポーター）

１１

✿参加者内訳
総数119名（修了証発行 97名）



2019年11月9日（土） 開催プログラム

宜しく！



第一部 シンポジウム 各県施設の意思決定支援の取り組み



第二部 がん体験発表 （茨城がん体験談スピーカーバンク）



第三部 グループワーク （１５グループ） 97名参加

グループワークのテーマ

「その人らしい選択をする
ための支援とは？」

１．がんを抱えて生活している患者への意思決定支援をどのように
行っているのか（現状）

２．その人らしい選択を支えていくために、相談員としてどのように
向き合い支援していったらよいのか（検討・課題）

３．できる事からやってみよう・・・ （宣言）

活発な意見交換と知識の共有が出来ました
【発表内容】 6グループの発表
・意思決定には様々な段階があるため、段階毎に関わっていく事が重要
・患者の意思は状況に応じて変化するため答えは一つではない
・何がその人にとっての最善か寄り添い考える
・一人で対応するのは負担が大きいため他職種で関わる。カンファレンス
の開催、情報共有ができる機会を作る

・意思決定支援には関わりの過程が大事である
・早くから、がん相談支援センターを知っていただく。名刺サイズのリーフ
レット、がんサポートブックなどの活用、場所をわかりやすく、のぼりの
活用など気軽に入れるようにする



アンケート結果 119名中77名の回収（回収率６４％）

１

短い

1.3%

調度よい

83.1%

長い

14.3%

回答なし

1.3%

大変参考

参考になった
回答なし

3.9%

がん体験発表はどうでしたか全体の研修時間はどうでしたか

大変満足

64.9%

満足

31.2%

普通

3.9%

全体を通して研修内容
はどうでしたか

大変役に

立った

58.4%

役に立っ

た

35.1%

普通

5.2%

回答なし

1.3%

グループワークは今後
の活動に役立ったか

＜自由記載より一部抜粋＞

・がん体験者と専門職、それぞれの意思決定支援の話が聞けて参考になりました。
・がん患者さんのQOLや納得できる意思決定支援が出来るように学び続けたいと思いました。

・シンポジウムでは他施設のホームペーでのシステムや案内方法、対応方法が聞けたので、大変良かった。今後、それ
らを参考にしスクリーニングの検討と院内への周知を検討したいと思いました。
・シンポジウムの時間が短く、ディスカッションの時間が少なくて残念でした。
・スピーカーバンクの方々の体験談を通して相談員としての支援の課題が見えました。
・体験発表はとても心にささりました。患者の気持ちを大切にして相談支援を行っていきたいと思います。
・病院の中のがん相談支援センターの役割、地域の支援関係、施設の役割が繋がり、がん相談者にとってのより良い支
援となることが大切だと思いました。

・大変貴重なお話を伺う事が出来ました。 ・他施設の方と意見交換が出来て良かった。



研修の学びと今後の課題
研修の学び
・意思決定支援について、患者の思いを話しやすい人間関係を築く。

・患者の状況に応じた経過、関わる過程の中でその都度対応していく。

・医療従事者にとっての最善が患者・家族にとっての最善とは限らないため

何がその人にとって一番良いのか、いつでも、どこでも、みんな（ワンチーム）

で検討して、意思決定支援を行うことが大切である。

課題
・患者の意思決定支援に関わるには、より相談しやすい環境を作る。がん相談
支援センターが患者・家族に活用してもらえるようにそれぞれの施設が敷居
を低くする工夫をしていく。
・今回の研修開催においては・・・時間の管理、関係者への事前連絡、資料の
準備の遅延、事務作業の多さが課題。


